














KADAI JOURNAL No.212 18



進め! 
鹿大生

鹿大トピックス

鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育の推進や
地域に貢献する人材の育成など教育研究支援の強化に取り組むため、鹿大「進取の精
神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしております。
つきましては、本基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。
なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税法上の優遇措置の対象とな

ります。

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願い

鹿児島大学総務課基金・渉外係
TEL：099-285-3101　FAX：099-285-7034
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

お問い合わせ先
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• 鹿児島県からハゼ科魚類の2新種を発見
 ～アマミコイソハゼとホデリイソハゼと命名～

鹿児島大学総合研究博物館が行っ
ている鹿児島県の魚類相調査の過程
で、ハゼ科魚類の2新種が発見され
ました。総合研究博物館で研究を
行っている鹿児島大学大学院連合農
学研究科の藤原恭司さんの調査によ
り、これら2種はアマミコイソハゼ
Eviota amamiko とホデリイソハゼ
Eviota perspicullaと命名されました。
アマミコイソハゼは、屋久島、加
計呂麻島、西表島から採集された3
標本に基づき記載されました。体長1 cmほどの小型種で、黄色味
がかった体色に逆Y字模様があるのが特徴です。標準和名アマミコ
は琉球列島の神話に登場するアマミキヨという神の奄美群島での呼
び名「アマミコ」に由来します。学名のamamikoもそれが由来です。
ホデリイソハゼは、甑島、南さつま市、南九州市、種子島、奄美大島、
加計呂麻島から採集された22標本に基づき記載されました。体長2 cm
ほどの小型種で、第1背鰭が伸長しないことや同背鰭の基底部に2つの
白色斑があることが特徴です。標準和名ホデリは日本神話の古事記に
登場する神ホデリノミコト（火照命）に由来します。海の幸を獲って
暮らしていたため、別名海幸彦とも呼ばれます。ホデリノミコトは古
代の薩摩・大隅地域の住民として位置づけられた隼人の祖先としても
神話に描かれています。学名のperspicullaは眼鏡（メガネ）の意で、
第1背鰭基部の2つの白色斑が眼鏡を連想させることに由来します。
この報告は2019年10月12日付で日本魚類学会が刊行する国際誌
Ichthyological Research（イクティオロジカル　リサーチ）電子版
に掲載されました。

アマミコイソハゼ（写真提供／鈴木寿之氏）

ホデリイソハゼ
（写真提供／鹿児島大学総合研究博物館）
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緑色光照射によるメダカの性転換を発見

早坂 央希 さん（連合農学研究科2年）
Oki Hayasaka
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実験や私生活でうまくいかない事も多いですが、明日のこと
はわからない、うまくいくかもしれないと日々思っています。

研究室で人工授精を行い、受精卵から飼育を行なっている メダカの成魚
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2019年 11月発行

　鹿児島大学は、新制大学として1949年5月に設置され、今年で創立70周年を迎
えました。写真は、過去と近年の鹿児島大学周辺を撮影した写真を合成したもの
です。近代化して移りゆく街並みとは反対に、今も変わらぬ雄大な桜島が鹿児島市
内を見守っています。
　今では、モノクロでしか触れることのできない当時の風景。当時の人々は、この街
並みをどのように感じていたのでしょうか。70年以上前の鹿児島に想いを馳せなが
ら、鹿児島大学は、また新たな一歩を進めていきます。

　ねじめびわ茶は、鹿児島大学と農業生産法人十津川農

場との共同研究成果から生まれました。びわ茶シリーズ

で使用されるびわの葉は、鹿児島県下で栽培されている

鹿児島県産品を100%使用し、十津川農場独自の製法（製

法特許番号（びわ茶の製造方法）第6480635号）により

製造されています。温めても冷やしても美味しく味わう

ことができますので、ぜひご賞味下さい。

　現在、鹿児島大学インフォメーションセンターでは、

以下の4種類を販売中です。

●「ねじめびわ茶24」

　（48gティーバッグ24包入り）850円（8%税込）

●「根占枇杷茶（120g）」1,450円（8%税込）

●「びわ丸120（120粒）」1,850円（8%税込）

●「ねじめびわ茶　びわ茶ボトル缶（290ml）」

　　180円（8%税込）

ねじめ びわ茶シリーズ

鹿大プラスでは、鹿児島大学インフォメーションセンターで販売している鹿児島
大学の研究・教育活動の成果として完成した商品を紹介します。
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お求め・お問い合わせ先 インフォメーションセンター（鹿児島大学正門横）

鹿大プラス

☎099-285-3864　開館時間：月曜日～金曜日（休日・祝祭日を除く）　９：30～16：30（昼休み13：00～14：00）

▶表紙と連動した1分動画を配信中。表紙右下のQRコードよりアクセスして下さい。

今号の表紙 「2019年 創立70周年を迎えました」 

広報センターInstagram開設　https://www.instagram.com/kagoshima_univ.koho/ 


